
令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 １・２歳児活動報告書 

 

テーマ：木と暮らし 

テーマ設定理由：姉妹園が自然に囲まれている環境を持ち、交流を重ねるごとに子ども達への自然の 

興味を持つ姿が見られることから、木などに触れる体験や、木を用いた制作活動を通して身近な物に 

なって欲しいという気持ちと更なる興味・関心を深める為。 

実施日：2025 年 10 月 21 日 １・2 歳児 15 分程度     かんなくずを使っての制作『ハロウィンのゴースト』 

                                  かんなくずのボンボンを割く 

     2025 年 10 月 23 日 1・2 歳児 30 分程度    かんなくずに絵の具で色をつける 

 準備物： 

かんなくずで

作った    

ボンボン 

絵の具 

ボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

   



園児の声 

 

 

 

 

様子 

 

 

「これなあに」 

「みんなが、かんなプールであそんだ木のくずからできているんだよ」 

「へえー、どうやってつくったの？」 

「木くずをまとめて、こうやって輪ゴムを付けたんだよ」 

「こうやって割いてごらん」 

「どうやるの」 

「手伝って」「出来たよ」 

「ちょっとむずかしいなぁ」 

「○○いろにする！」「○○いろがすき」 

 

 

・担任が作ったボンボンを見せてどのように割いていくか行いながら説明していく。 

ボンボンに興味を持ち、触ってみたり匂いを嗅いだりする。 

かんなプールであそんだ木くずと言う事を知り、どうやって丸い形になったのか、どうやって

割いていくのか知りたがる姿があった。等に 1 歳児は、割く工程は難しい部分もあったの

で、手伝いながら行う。 

・数種類の絵の具の中から、好きな色を選ぶように働き掛けるとそれぞれ好みの色を決め

て行った。 

・出来上がり、目を付け「ゴースト」を飾ると興味を持ち眺めていた。 

職員による気

づき 

・かんなプールであそんだ経験から、「木」に対する興味が広がってきている事を感じた。ど

うやってこの形になったのか、何ができるのかなど自然の素材が変化する過程にも関心を

示していた。 

・「割く」作業は少し難しい部分もあったが、木の特性を知る事、どのようにしたら割く事がで

きるのかを知る機会にもなったと感じた。 

・絵の具をしみこませる事で木くずの性質が変化し、くるりと丸くなる事や、絵の具を含む事

で色が変化し、重さも出る事など担任と共に行い、その様子に気付いたようだった。「ハロウ

ィン」の時期という事もあり、自分達で決めた色で「ゴースト」に見立てる事が出来て、季節

の行事をより楽しむ事が出来た様子だった。 

 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 １・２歳児活動報告書 

 

テーマ：木と暮らし 

テーマ設定理由： 姉妹園が自然に囲まれているという特徴を持ち、交流を重ねるごとに子ども達の自然物

への興味を持つ姿が見られることから、木などに触れる体験や木を用いた制作活動を通して身近な物にな

って欲しいという気持ちとさらなる興味関心を深める為。 

実施日：2025 年 9 月 24 日  １・２歳児 各２０分程度 

遠足で倒した木の活用 

 準備物： 

かんなくず 

レジャーシート 

木の箱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

   



園児の声 

 

 

 

 

 

様子 

 

 

「このなかはいっていいの？」 

「気持ちいい！」 

「フワフワしてる」 

「見てみて大きいの見つけたよ」 

「うわあながーい！」 

「これ何のにおい？」 

「木のいいにおいがする」 

「たのしいね」 

・窓から業者さんが準備している様子を眺めており、「後で入れるよ」と伝えると「やった

ー！」と喜びワクワクしていた。 

・お兄さんお姉さんが遠足に行った際に切った大きな木を割いたものだという事を伝えると

「へえー！」「すごいね」と驚いていた。 

・人数の関係上、2 つのグループに分かれて進めていった。1 つのグループが入っている

ともう１つのグループがまだかまだかと楽しみに待っていた。終わったグループは楽しかっ

たようで余韻に浸りながら様子を見ていた。 

・実際にかんなプールに入ると、木の匂いを嗅いで「いいにおい！」と話したり木のかんなく

ずを持って太さや細さを確認したりしていた。また、寝転がって「気持ちいい！」「フワフワす

る」と感触を楽しんでいた。 

職員による気づ

き 

・乳児クラスの為、素材への関心というよりもその時見たものへの関心の方が高かった。 

その為、職員がかんなくずを持ち上げたり子ども達にかけたりすることで新たな発見をし興

味を持つことが出来ていたように感じる。 

・かんなプールに寝転がることをためらっていた子どもも楽しそうにしている周りの友だちを

見て引き寄せられていて寝転がり楽しむ姿が見られた。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 １、２歳児 活動報告書 

 

実施日：2025 年１１月５日  砂場枠へ設置 

こども達が伐って、皮をむき、塗装した丸太は、最後に業者の方に仕上げていただき、砂場まわりへ安全に

設置した。 

 

 

 

 

 

 

園児の声・様

子 

「すごーい！木の砂場だ！」 

「ぼくたちがつくった砂場だよね！」 

「木のお椅子だ！ここにすわって遊びたい！」 

設置したばかりの時は自分たちが携わった木の枠に興味津々でずっと木枠の上を歩いてい

た。 

職員による気

づき 

・遠足から始まった丸太との関わりが、砂場という身近な場所に“かたち”として残ったこと

で、こども達の記憶や気持ちも自然とつながっていることを感じた。 

・「これ、ぼくたちが作ったやつだよね」など、完成品を見て喜ぶ姿から、体験が「自分ごと」

になっていることが伝わった。 

・一人ひとりの関わりがかたちとして残り、共同制作としての喜びや「つながっている感覚」を

感じ取っている様子があった。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 3 歳児 活動報告書 

 

実施日：2025 年９月 17 日  森へ遠足 

自然散策、丸太切り体験、木の玩具に触れる 

 

 

 

 

 

 

園児の声・様

子 

「すごーい！木がたくさんあるよ」 

「色んな木の実があるね」 

「みて！ここにきのこが沢山生えてる！」 

「丸太を切るのって大変なんだね」 

「気を棒で叩くといい音がする」 

普段見慣れない物ばかりで、色々な物に目がいき、山登りを楽しみながら自然観察を楽し

んでいた。 

職員による気

づき 

・自然散策では、スタッフの方の話しを聞き、写真と実際の物を見比べ、より自然に興味を

持つ姿が見られた。 

・木の動きで伝わってくる、ザワザワとした風の音や虫の鳴き声を感じ取る姿があった。 

・丸太切りでは、初めてのこぎりを持ちどのように力を入れて切ればよいか、段々とコツを掴

み、自分で動かし切ろうとする姿があった。 

・木の玩具では、それぞれ木の硬さによって音の高さが違く、色々な音を奏でながら楽しむ

姿が見られた。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 3 歳児活動報告書 

 

テーマ：木と暮らし 

テーマ設定理由：姉妹園が自然に囲まれている環境を持ち、交流を重ねるごとに子ども達への自然の 

興味を持つ姿が見られることから、木などに触れる体験や、木を用いた制作活動を通して身近な物に 

なって欲しいという気持ちと更なる興味・関心を深める為。 

実施日：2025 年 9 月 24 日  ３歳児 30 分程度 

遠足で倒した木の活用（皮むき体験、木洗い） 

 準備物： 

遠足時に切り

倒した丸太、

シート、お水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

   

園児の声 

 

 

 

「これ、山で切ったやつ？」 

「遠足の時に見つけたすぎぼっくりだ」 

「木の色が違う！」 

「木がつめたくてきもちいい～」 

「バナナみたいにむけるー！」 

「こっちは皮がかたいー」 

「こっちはぬれてるけど、あっちはかわいてる！」 

「座ってみたい」 

「木のにおいいい匂い」 



 

 

様子 

 

 

・遠足で切った木と言うことを覚えていた。皮を剥いていくと椅子のような形になり、ちょんと

座る子がいた。それをみて砂場でお椅子にいいねなどと子ども達同士で話す姿が見られ

た。 

・切ったばかりの木は濡れていて、時間が経つと乾燥していく事を教えてもらい、実際に触る

事でその感触を感じていた。木を洗い拭く体験もした。 

・木に興味を持ち黙々と作業を行う子、友だちと一緒に疑問を話し合いながら行う子がい

た。 

 

 

職員による気

づき 

・遠足での体験をしっかり覚えていたこども達が、木との再会を喜ぶ姿が見られ、体験が

“続いている”ことを実感した。 

・木をよく触ったり、匂いを嗅いだりしていて素材への関心が深まっていると感じた。 

・木が“工作の材料”ではなく、“生きているもの”“思い出のあるもの”として認識されている

ことに、木育の深まりを感じた。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 4 歳児活動報告書 

 

テーマ：自然  木と暮らし 

テーマ設定理由： 姉妹園が自然に囲まれている環境を持ち、交流を重ねるごとに子ども達への自然の 

興味を持つ姿が見られることから、木などに触れる体験や、木を用いた制作活動を通して身近な物に 

なって欲しいという気持ちと更なる興味・関心を深める為。  

【事前にこども達とのやり取りで出た問い】 

 

 

 

実施日：2025 年 9 月１7 日  参加者：３・４・5 歳児 4 時間 

森へ遠足 

 準備物： 

遠足グッツ 

軍手、 

ヘルメット等 

 

・企画書参照 

 ・バスに乗る時間が長かったので、酔いやすい子には、酔い止めを飲んでからの登園をお

願いした。 

・職員同士で細目に声を掛け会い、人数確認をしっかりと行うようにした。 

・いつもと違う環境の中過ごすので、子ども達の気持ちの変化に気を付けながらスケジュー

ルを進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

・森ってどんな感じかな？ 

・虫がいっぱいいるのかなー？ 

・木を切るってどうやるのかな？楽しみー。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児の声 
「木の匂いっていい匂い。」 

「ここ、涼しくて気持ちい。」 

「まつぼっくりかわいい。」 

「どこを歩けばいいの？」と山道を歩く 

「凄いな。」と拍手をしながら木が倒れる所をみていた。 

「おーい。」と大きい石の上に立つ 

「たのしかった。」と木を切る体験をした。 

職員による気

づき 

・木を切る体験を楽しみに参加していたので、実際に木を来ることが出来て楽しそうだった。 

・木が倒れる瞬間を近くで見る事が中々出来ないので、良い経験になった。次の日、木が

倒れた時の話で持ち切りだった。 

・普段中々体験できない、木こり体験・ツリーハウスに登るなど大人でもワクワク出来たの

で、子ども達と楽しく過ごせて良かった。 

・普段、森や、山道を歩く経験が中々ないので、森の雰囲気を味わうことが出来たので良

かった。日々の保育の中での体力作りの重要性を感じた。 

・ツリーハウスに登る時、降りる時、十分な配慮が必要だと思いつつも、危ないからではなく

体験することに意味があったと思う。 



実施日：2025 年 9 月 24 日  参加者：３・４・5 歳児 各クラス 30 分程度 

遠足で倒した木の活用① 

準備物： 

遠足時に切り

倒した丸太、

シート、お水 

 

    

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



園児の声 
・「遠足で切った木なんだー。」とじっくり木を見ていた。 

・「こっちもいいのー？」と言いながら張り切って木の皮を剥いていた。 

・木の匂いを嗅いでいた子が多かった。 

・「助けてー。」と友達に協力を求めながら木の皮を剥いていた。 

 

職員による気

づき 

・遠足で切った木だと理解して、遠足の事を思い出しながら作業を楽しんでいた。 

・木の皮を剥く際に、難しい所は一緒に剥くようにした。安全面に気を配った。 

・最後に木を拭いた時には、丁寧に拭く姿が多く見られたので、木も生きていることを伝えら

れたなと思った。 

実施日：2025 年 10 月 24 日  参加者：４・5 歳児 各クラス 30 分程度 

遠足で倒した木の活用② 

森と市場の方に雨が降ってもオイル塗料ってあると安心と言うアドバイスを頂き、みんなで一緒にオイル塗料

を塗りみんなで相談をし、砂場へ設置する事になった。 

 準備物： 

みんなで皮剥

き し た 丸 太 、

塗料、刷毛、

バケツ、シート 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

園児の声 ・「ツルツルしている。」と木の感触を楽しんでいた。 

・「この色、チョコレートみたい。」と塗っていた。 

・「ここも塗ってないよ。」と声を掛け合いながら塗っていた。 

職員による気

づき 

・2 つの木に塗装をしたが、自分達で塗り上げると言う達成感を味わえて良かったのではな

いかと思った。 

・子ども達同士の中で、声を掛け合いながら塗っている姿が見られて良かった。 

・みんなが塗った物がどのようになってゆくのかをみんなで見守ることが出来て良かった。 

・汚れることを気にせず、楽しむことが出来たので、いい経験になったと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 ５歳児 活動報告書 

 

実施日：2025 年７月５日  すぺしゃるほいくえん～檜原森のおもちゃ美術館～ 

木の玩具に触れる 

 

 

 

 

 

 

園児の声 

 

 

様子 

 

「木で色々なものが作れるんだね」 

「つるつるしている」「どうやってつるつるにしているのかな？」 

「こんなに大きなものも作れるんだ」 

「全部木で作れるなんてすごいね」 

「どうやって作っているのかな？ 

 

匂いを嗅いでみて「良いにおいがする」と言う声もあがりどんな種類の木か疑問を持ってい

る子もいた。 

 

職員による気

づき 

・おもちゃ美術館に行く前に保育園ではどんな木で作られたものがあるかみんなで考えてか

ら当日を迎える。子ども達は色々な物が木で出来ていることに驚くとともにどうやって作って

いるのか疑問を感じ、「知りたい」という声も上がった。 

・子ども達が遊んでいる中で木で出来ている玩具には温かみを感じ、子ども達も触れて五

感で楽しむ姿が見られた。子ども達にとっても遊びの中で良い刺激を受けていた。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 ５歳児 活動報告書 

 

実施日：2025 年９月１７日  秋の森へ遠足 

ツリーハウス散策、木の伐採、丸太切り体験、木の玩具に触れる 

 

 

 

 

 

 

 

園児の声 

 

 

 

 

様子 

 

なぜ伐採するのかを始めに説明を受けてから木の伐採を実際に体験する。 

 

 

「陰になって涼しいね」 

「（伐採済みの）こっちの森の方が明るいね」 

「松ぼっくりが落ちてる」 

「大きな音がするかな？」 

 

伐採後 

「いいにおいがする」 

「なんかつるつるして気持ちい」 

「ちょっと濡れてる」 

 

・自分たちが実際に切っていた木が倒れる瞬間を目にし大きな音に耳をふさぐ子はいたが

目を離さずに注目していた。 

・実際にこの木を使用して色々なことに活用できることにより興味が湧いたようだった。 

・ツリーハウスを登り「これ全部木で出来ているの凄いね」と感心する姿があった。 

 



職員による気

づき 

・おもちゃ美術館に事前に行っていたので「どうやって作るんだろう？」と子ども達も興味を

持ち遠足の当日を迎えることが出来た。 

・普段は伐採の体験もなぜ伐採するのかも知ることが出来ずにいるので生活の中で触れて

いるものがどうやって作られるのか自然をどう守っていくのかを子ども達も体験を通して感じ

ている姿が見られた。ただ楽しいだけではなく真剣な姿を見て学びにも繋がっていた。 

・木を切る感触、木を切る音、木が倒れる音、木のにおい等五感を通して学びを深めること

が出来た。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 ５歳児 活動報告書 

実施日：2025 年１０月２４日  木の塗装 

塗装 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児の声 

 

様子 

 

 

皮むき体験の時に木が濡れていたことから「もう濡れてないね」 

「なんかチョコレートみたいな色で可愛い」 

「薄い茶色と濃い茶色だ。どっちの色も可愛い」 

「ここ濡れてないよ。こっちも塗ろう」 

 

 

・普段から制作が好きな子ども達なので夢中になって塗装を行っていた。手分けして塗れ

ていない所を伝えあいながら行っていた。 

・塗装に夢中になり話をせずに夢中で手を動かして行っている子もいた。 

・洋服が汚れることを気にせずに思う存分塗装を楽しんでいた。 

 

職員による気

づき 

・自分たちが伐採した木の使い道を事前に伝えていたのでどんどん「形」になっていくことを

楽しみにしている姿や自分達で作ることを喜んでいる姿が見られた。 

・普段は出来ているものを使用することが多いが１から作っていくことで愛着を持って使用で

きると共に塗装などの活動にも意味を持って取り組むことが出来ていた。 

 



令和７年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 

静教保育園 ５歳児 活動報告書 

 

実施日：2025 年９月２４日  木の活用①～皮むき、かんなプール～ 

皮むき、かんなプール 

 

 

 

 

 

 

 

園児の声 

 

 

 

 

 

様子 

 

 

皮むき体験↓ 

「大きいね」 

「自分達で切った木だ～！」 

「濡れてる」 

「皮剥くの気持ちいい～」 

 

かんなプール↓ 

「いい匂いがする」 

「ふわふわしてる」 

「楽しい」 

「これ木で出来ているんだ！？」 

 

 

伐採して木の皮がスルスル剥けることが始めは不思議で驚いていましたが行っていくうちに

夢中になって皮を剥いていた。 

・自分達で皮が剥けきれていない所を見つけて積極的に行っていた。 



職員による気

づき 

・木の皮を剥く体験をしたのはみんな初めてだったので手で剥けることに驚いていた。 

・伐採したばかりの木は水分を含み皮を手で剥けることを知り、子ども達にとっても新しい発

見となっていた。 

・身近なところに木が活用されていることに伐採後から子ども達が自分で発見している姿が

見られた。 

 



実施日：2025 年１１月５日  砂場枠へ設置 

こども達が伐って、皮をむき、塗装した丸太は、最後に業者の方に仕上げていただき、砂場まわりへ安全に

設置しました。 

 

 

 

 

 

 

 

園児の声 
「すごーい！木の砂場だ！」 

「ぼくたちがつくった砂場だよね！」 

「木がまもってくれてるかんじする〜」 

「ベンチみたい！ここにすわっておやつ食べたい！」 

「こっちからよじのぼってもいい？」「やわらかいすべり台みたい！」 

「また山の木にあいたいなぁ」 

職員による気

づき 

・遠足から始まった丸太との関わりが、砂場という身近な場所に“かたち”として残ったこと

で、こども達の記憶や気持ちも自然とつながっていることを感じた。 

・「また会えたね」「これ、ぼくたちが作ったやつだよね」など、完成品を見て喜ぶ姿から、体

験が「自分ごと」になっていることが伝わった。 

・一人ひとりの関わりがかたちとして残り、共同制作としての喜びや「つながっている感覚」を

感じ取っている様子があった。 

 


